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社員ブログ 

● リヴァプール×マリノス ●      営業2課 川口真太郎 

前回のブログでドジャース×巨人について書いたので、今

回もスポーツ観戦の思い出としてサッカーを取り上げます。 

夏の楽しみの一つが、海外クラブのジャパンツアーです。

毎年いくつかのチームが来日してプレマッチを行い、開催地

も東京や大阪などさまざまです。遠出はできないため、私は

毎年関東開催の試合に足を運んでいます。ちなみに昨年は静

岡のアイエイアイスタジアムも会場のひとつでした。 

そして今年は、リヴァプール×マリノスが日産スタジアム

で開催。世界の遠藤航。A代表キャップ。最高です。 

19:30キックオフに対し、15時頃に会場へ着いたのですが、

すでに超満員。見渡す限り赤、赤、赤――リヴァプールのユ

ニフォーム一色。関東圏のリヴァプールユニは完売したので

は？と思うほどでした。 

遠藤はキックオフ時点ではベンチスタートでしたが、昨シ

ーズンのフルスタメンが揃ったこともあり、会場の盛り上が

りは最高潮。その中でも特に印象的だったのは、遠藤が途中

交代でピッチに入った瞬間。ものすご 

い歓声が上がり、その光景はいまでも 

鮮明に覚えています。 

来年はどのチームが来日するのか。 

そしてワールドカップも開催されるの 

で楽しみが多いです。 

■ 遮熱シート「はるクール」 ■   

当社では早くから、太陽光中の赤外線を反射することにより建物を熱

くしない遮熱塗装の施工を行てきましたが、このほど、屋根表面で赤外

線により生じた輻射熱を遮断して室内への熱の侵入を防ぐ工法「はるク

ール」の施工を始めました。 

遮熱塗装は屋外施工なので、経年劣化によりメンテナンスが必要です

が、「はるクール」は室内施工なのでメンテナンスが必要になる時期が

遮熱塗装に比べて格段に長くなります。 

ご興味のある方は、当社営業へお問い合わせ下さい。 

本レターのご提供に付きまして、ご不要・ご迷惑という方に付きまし

ては、その旨ご一報頂きたいと思います。次回からの発送を中止

させて頂きます。 

なんだ・かんだ 

◆ 秋祭り ◆          

先週の３連休は私の住む町の氏神様である、沼津の「丸子神社・浅間

神社」のお祭りでした。ちなみに丸子神社は、剣・鏡・鋤・鍬等金属製

品の生産・技術を司る神様とされている「金山彦尊（カナヤマビコノミ

コト）」をお祀りする神社です。そして浅間神社は、縁結び・安産・子

育ての守護神とされる、容姿端麗な女神「木花開耶姫（コノハナサクヤ

ヒメ）」をお祀りする神社で、その美しい姿から桜をあらわす神様であ

り、富士山の神様とも伝えられているそうです。 

我々は、普段「浅間（せんげん）さん」とお呼びしていますが、正式

には、「丸子神社」・「浅間神社」と定められていて、元は別々だった神

社が１つにされた珍しい形式の神社だそうです。 

さて、今年は４年に１回回ってくるお祭りの当番町で、お神輿の受け

入れ・接待と巡幸の随行を行いました。４年前は、私よりも年齢の高い

方々が中心に神事を行ってきましたが、今年は若い方々が頑張ってくれ

ました。とはいえほとんどが６０歳前後ですが。 

私の町内は、全体で七十戸程度しかない小さな町内なので、この様な

行事を運営して行くのがとても大変です。どこの地域も同じだと思うの

ですが、ほとんどが６０歳以上の方が動かないと成り立たない状況で

す。それでも今回は、昔々子供会で一緒だったような旧知の年寄りが船

頭となって、何とか神事を全うする事が出来ました。 

また、この年寄りたちに加えて、お父さんやお母さんは知っています

が、これまで会ったことのない若い方々も一所懸命頑張ってくれたお陰

でもあります。 

地域で行われている秋祭りは古くから執り行われているものが多いと

思います。それが、若い方が減っていることと、加えて近所付き合いが

敬遠されているためにすたれてしまう傾向にあるようです。 

私の地域は特に子供が激減していて、私が通っていた頃、小学校は１

学年５クラス、中学校は７クラスありましたが、今では小・中学校共に

は１クラスになってしまいました。そして、小学校は来年近隣の３校が

一緒になり、私の通った小学校はなくなってしまいます。中学校も同様

に再来年に統合されてしまいます。恐ろしいほどの子供数の減少です。 

そんな状態なので、町内も年寄りばかりになってしまい、様々な行事

の運営ができなくなってしまっています。 

昨年当社の社員がはじめて地元のお祭りに参加した時のことをブログ

に書いていました。「大変だったけれど、最後には、同じ係の人たちと

一体感が生まれたような感じです。色々な世代の方と話したり、子供の

進路について情報を聞いたりととても充実した１日となりました。」 

お祭り等の町内や学校の行事の運営は本当に面倒臭いのですが、皆で

協力して準備・運営を行い、終わった後は前述の様に 

連帯感が生まれ、近所付合いも深まってなかなか 

良いものだと思います。 

地域が廃れないためにも、面倒でも町内のお祭 

りなどには進んで出席し地域でのコミュニケー 

ションをとっていかなければならないと痛感 

した次第です。 

次第です。  
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